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平成 18 年 3 月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 17年 5 月 20日に公表しました中間期業績予想を下記のとおり修正します。 

記 
１. 平成 18 年 3 月期中間単独業績予想値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 17 年 5 月 20 日発表） 

21,600 700 230 

今回修正予想（Ｂ） 18,465 689 1,075 
増減額（Ｂ－Ａ） △3,135 △11 845 

増減率 △14.5 △1.6 367.4 
前期中間期（平成 16 年 9 月） 20,986 1,785 980 

 

２. 平成 18 年 3 月期中間連結業績予想値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年 5 月 20 日発表） 
40,800 1,500 700 

今回修正予想（Ｂ） 38,800  888 858 
増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 △612 158 

増減率 △4.9 △40.8 22.6 
前期中間期（平成 16 年 9 月） 37,850 1,836 836 
３.修正の理由 
（1）単独業績予想の修正 

売上高は、第 2 四半期はポケットモンスター関連商品やエアロアールシーの好調等により、
ほぼ前年並みまで回復しましたが、当初計画との差異を埋めるまでには到らず、前回発表予
想を下回る見込みです。 
損益面につきましては、販売管理費を計画比削減させたことにより、経常利益は概ね当初

予想に近い水準となる見込みです。また、欧州事業グループ子会社再編等により税効果を見
直した結果、繰延税金資産が増加し、当期純利益は前回発表予想を大幅に上回ると見込んで
おります。 

（2）連結業績予想の修正 
海外連結子会社は黒字転換し、業績回復基調にあるものの、全体としては売上高、経常利

益とも前回発表予想を下回る見込みであり、当期純利益は前述の理由により、前回発表予想
を上回ると見込んでおります。 

 
なお、通期の単独および連結業績予想については、年末商戦動向、合併に関する費用等の

変動要因が想定されますが、現時点では変更しておりません。 
〔業績予想の利用に関するご注意〕 
上記の業績見通しは現時点で入手可能な情報と、当社が現時点で合理的であると判断する一定
の前提に基づいておりますが、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業
績は今後様々な要因により、見通しと大きく異なる場合があります。 

以 上 

   会 社 名 株 式 会 社 ト ミ ー 
   代表者名    代表取締役社長 富山 幹太郎 
    （コード番号 7867 東証第 1 部）       

   問合せ先 執行役員管理本部長 田島省二 

    （電話番号  03 – 3693－9033）       


